
本地域は天草市の下島西部に位置しており、福連木、
下田北、下田南、高浜、大江の５地区で構成されてい
ます。西部は東シナ海に面し、サンセットラインと呼
ばれ夕陽が美しい景勝地です。また、東部は江戸時代
幕府直轄でもあった角山（官山）を有するなど、多く
の自然に恵まれています。また、本地域は、国民保養
温泉地に指定されている下田温泉や国指定名勝天然記
念物の妙見浦をはじめ、約２万本のヤブ椿や近年SNS
で有名となったアコウの木が自生する西平椿公園、白
鶴浜海水浴場を有し、他にも全国シェア８割を占める
陶磁器の原料となる天草陶石や、キリシタン文化の歴
史的遺産などがあり、多くの観光資源にも恵まれてい
ます。
産業は第３次産業が主な産業となっており、その他豊
かな自然を生かした農・水産業が営まれています。
【管内地区振興会】
○福連木里づくり振興会　○下田北地区振興会
○下田南地区振興会　○高浜地区振興会
○大江地域づくり振興会

　本地域においては、人口の急速な減少や地域経済の疲弊、さらには雇用機会の不足や少子
高齢化への対応等多くの課題を抱えています。このような現状を背景とし、生きいきとした
個性あるまち天草づくりを推進するにあたり、以下のような特色や課題があります。

第３期 天草市 天草地域まちづくり計画　【概要版】

｜地域の特色及び課題

2,607人

世帯数

1,301世帯

｜地域の概要

面　積

85.48㎢
人　口

観光文化
○高齢化の加速により伝統芸能を継承する人材
が不足している
○観光資源の活用とＰＲが不足している

○地域イベントの参加者が固定化しつつある
○地域間(旧小学校区)の交流の機会が少ない
○役員のなり手が不足している

○豊富な観光資源と下田温泉を有
しており、第３次産業の従事者が
多い
○美味しい農産物・海産物が獲れ
る

○観光資源・文化遺産が豊富であ
る

○各地区振興会の取り組みが盛ん
である

部門

産業経済

教育
○郷土愛を育むための素材が多い
○公民館講座が充実している

○教え伝える人材が少なくなってきている

特色 課題

保健・医療・福
祉

○健康づくりに意識が高い
○独居高齢者の増加
○高齢者の外出支援（独居高齢者等への支援）

地域振興

○少子高齢化が加速している
○労働力不足や獣害等が相まって耕作放棄地が
多い
○雇用の場が少ない
○一次産業においては後継者不足である



○特産品事業の推進や各種イベント等での特産品のPRを行う

｜具体的な行動計画

６　地域で支え合い助け合う安全で安心のまちづくり【生活環境・防犯防災部門】

○避難訓練等の実施
○環境美化活動の推進

５　生きがいを持ち心豊かな暮らしができるまちづくり【保健・医療・福祉部門】

３　みんなが参画するまちづくり【地域振興部門】

４　郷土愛を育む環境づくり【教育部門】

○地域伝統芸能や伝統文化の保存継承のための調査と映像記録等による取り組みを行う
○SNS等を利用した地域の観光資源のPR活動
○五木村との交流（相互のイベントへの参加）
　天草市と五木村で行われる子守唄関連イベントへ参加し、特産品の物産展等でのPRや支
援を行う

○住民協働による地域の魅力を活用したイベント等の取り組みを行う
○各振興会の部会員を対象とした交流事業の開催

○子守唄を通じた五木村との交流等で、郷土愛を育む取り組みを行う
○公民館活動による生涯学習の充実のため、全体講座を開催する

○ｅスポーツを活用した高齢者の交流機会の創出（同世代、世代間の交流等）
○高齢者を対象とした取り組みを行う

1　地域資源を活用したまちづくり【産業経済部門】

２　歴史と伝統文化を活かしたまちづくり【観光文化部門】

｜めざす地域の姿

歴史・文化を育み　人が輝く　活き活き　あまくさ

　地域住民一人ひとりが主役となり、できることから始め、地域の貴重な歴史文化と資源を
継承し活用することで、まちの魅力を高めていく。そのようなまちづくりの基本理念を「歴
史・文化を育み　人が輝く　活き活き　あまくさ」とし、生きいきとした個性あるまち天草
づくりを推進します。

部門 特色 課題

生活環境・防犯
防災

○防災意識が高い
○自然環境保全の意識が高い

○自主防災組織の活動に温度差がある
○人口減少及び高齢化により環境美化活動が
難しくなっている


